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はじめに

本講座はシステム設計の考え方とその実践方法について理解し、身につけることを目的に作られています。
特に組み込み系の電子回路開発を中心に、最新テクノロジ、ノウハウの実例を多く取り入れ、より深い理解を得

ることができるように構成されてます。
また、全体を通して１つのターゲットシステムを例にとって、システム設計の具体例を示します。

本講座の内容は以下のとおりです。

第１章 システム設計の概要
システム設計の定義と仕様について説明します。

第２章 要求仕様
要求仕様の内容、および市場との関係について説明します。

第３章 アルゴリズム設計
アルゴリズム設計の方法について説明します。

第４章 アーキテクチャマッピング
第５章 アーキテクチャマッピング支援

アーキテクチャマッピングの概念と具体的方法について説明します。

第６章 インプリメント（ハードウェア編）
ハードウェア(ASIC)開発において重要な知識を説明します。

第７章 インプリメント（ソフトウェア編）
ソフトウェア特に組み込み型のインプリメントに必要な知識について説明します。

第８章 効率良くインプリメントする為に
ハードウェア、ソフトウェアのインプリメントを効率良く行う為のテクニックを説明します。

第９章 システム設計の現状と問題点
システム設計の現状と問題点を説明します。

演習問題
机上演習を通して、システム設計を体験します。

用語集
ＩＣおよびソフトウェアに関するキーワードについて説明します。


